
特定健診受診率向上のための分析結果

▽令和３年度特定健診受診者の状況（法定報告のデータより）

年代別・男女別特定健診受診率（データ：R3年度）

【現状】・性年齢別の受診率は、女性より男性の方が低い。

・年齢が若いほど受診率が低いという傾向がある。

・70歳以上の未受診者の人数をみると、男女ともに1,000人を上回っている。

【対策】若年層の対策と70歳以上の未受診者対策が必要。
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▽令和４年度特定健診未受診者勧奨ハガキ送付対象者の状況

　（株式会社キャンサースキャンの分析結果より）

令和４年度 未経験者における年代別受診履歴別構成比

【現状】・未受診者勧奨ハガキを送付する対象者の構成比では、70代前半が一番多い。

・レセあり、健診未経験者が最も多い年代も、70代前半。

・60歳前半よりも60歳後半の方がレセあり健診未経験者が多い。

さらに60歳後半よりも70歳前半の方がレセあり健診未経験者が多い。

70歳後半はさらにレセあり健診未経験者が増えている可能性が高い。

【対策】60歳以上の方への未受診者対策が必要。

令和４年度 対象者における年代別構成比の推移



【現状】・勧奨ハガキを送付した対象者は、レセあり未経験者の割合が一番高い（29.8％）。

次いで、レセなし未経験者（21.5％）。

・勧奨ハガキを送付した対象者のうち勧奨後受診率が一番低いのは、レセなし未経験

者（5.5％）。次いで受診率が低いのは、レセあり未経験者（6.7％）。

【対策】レセなし未経験者およびレセあり未経験者の対策必要。

令和４年度 セグメント別 対象者の分布

令和４年度 勧奨通知発送内、受診者数（セグメント別）




